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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　駆動源と、
　前記駆動源を収容するケースと、
　前記駆動源と連結され、前記ケースに対して往復駆動する可動子と、
　前記可動子と前記ケースの開口との隙間をシールするシール部材とを備え、
　前記シール部材は、前記可動子と接触する接触部、前記接触部の周囲に形成され、前記
ケースの外部に向けて開き、前記可動子の駆動にともない変形する凹部、および、前記接
触部と前記凹部との間に形成された中間部を備え、
　前記中間部は、前記可動子が駆動する経路から外れた部分に存在し、前記接触部を補強
する補強部、および、前記可動子が駆動する経路上に存在し、前記補強部よりも変形しや
すい一般部を備える
　小型電気機器の電動ユニット。
【請求項２】
　前記一般部の幅は前記補強部の幅よりも長い
　請求項１に記載の小型電気機器の電動ユニット。
【請求項３】
　前記補強部の厚さは前記一般部の厚さよりも厚い
　請求項１または２に記載の小型電気機器の電動ユニット。
【請求項４】
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　前記シール部材は前記凹部の周囲に形成される周囲部を含み、
　前記凹部は、前記凹部の底を形成する底部、前記接触部と前記底部とを繋げる第１の接
続部、および、前記周囲部と前記底部とを繋げる第２の接続部を備え、
　前記第１の接続部の厚さが前記接触部から前記底部に向かうにつれて減少する
　請求項１～３のいずれか一項に記載の小型電気機器の電動ユニット。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の電動ユニットを備える小型電気機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は小型電気機器およびその電動ユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　図９は従来の電動ユニットの一例を示す。
　電動ユニット１００はリニアモーター１１０、リニアモーター１１０を収容するケース
１２０、リニアモーター１１０と連結される可動子１３０、および、可動子１３０とケー
ス１２０の開口との隙間をシールするシール部材１４０を備える。
【０００３】
　シール部材１４０は可動子１３０とケース１２０の開口との間に形成される凸部１４１
を備える。可動子１３０がケース１２０に対して往復駆動することにともない凸部１４１
が柔軟に変形する。このため、可動子１３０がケース１２０に対してスムーズに駆動する
。なお、特許文献１は電動ユニット１００を搭載した小型電気機器の一例である電気かみ
そりを開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－８９７０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　電動ユニット１００によれば、可動子１３０が駆動しているときに大きな音が発生する
ことがある。本願発明者はその原因を検討するため、電動ユニット１００および比較用の
電動ユニットを同じ条件で駆動して、それぞれの駆動により生じる音の大きさを比較する
試験を実施した。なお、比較用の電動ユニットはシール部材１４０が含まれない点におい
て電動ユニット１００と相違し、その他の点は電動ユニット１００と実質的に同じ構成を
備える。
【０００６】
　上記試験の結果、比較用の電動ユニットが駆動する場合には電動ユニット１００が駆動
する場合よりも大きな音が発生しにくいことが確認された。これは、シール部材１４０が
大きな音の発生について大きく関係していることを示唆する。そこで、本願発明者は電動
ユニット１００の駆動にともない大きな音が発生する原因をシール部材１４０との関係か
ら以下のとおり考察した。
【０００７】
　電動ユニット１００によれば、可動子１３０の駆動にともない凸部１４１が変形した場
合、凸部１４１内に形成される空間の空気が凸部１４１の開口を介してその開口と繋がる
ケース１２０内の空間に流れる。可動子１３０が往復駆動するため、凸部１４１内の空間
からケース１２０内に向かう空気の流れが繰り返し形成され、ケース１２０内に空気振動
が発生する。その空気振動がケース１２０またはケース１２０内に配置される要素の固有
振動数と実質的に一致する場合、ケース１２０またはその要素が共鳴し、大きな音が発生
することがある。なお、電気かみそりに搭載される電動ユニットに限らず他の小型電気機
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器に搭載される電動ユニットにおいても上記と同様の課題が生じると考えられる。
【０００８】
　本発明の目的は可動子が駆動しているときに大きな音が発生しにくい電動ユニット、お
よび、これを備える小型電気機器を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に従う小型電気機器の電動ユニットの一形態は、駆動源と、前記駆動源を収容す
るケースと、前記駆動源と連結され、前記ケースに対して往復駆動する可動子と、前記可
動子と前記ケースの開口との隙間をシールするシール部材とを備え、前記シール部材は、
前記可動子と接触する接触部、および、前記接触部の周囲に形成され、前記ケースの外部
に向けて開き、前記可動子の駆動にともない変形する凹部を備える。
【００１０】
　本発明に従う小型電気機器の一形態は、上記の小型電気機器の電動ユニットを備える。
【発明の効果】
【００１１】
　上記小型電気機器およびその電動ユニットによれば、可動子が駆動しているときに大き
な音が発生しにくい。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】は実施の形態の電気かみそりの斜視図である。
【図２】は図１の電気かみそりのヘッドの分解斜視図である。
【図３】は図２の押さえ板が取り外された状態のヘッドの斜視図である。
【図４】は図３のケースカバーが取り外された状態のヘッドの斜視図である。
【図５】は図３のシール部材の斜視図である。
【図６】は図５のＤ６－Ｄ６線に沿う断面図である。
【図７】は図５のＤ７－Ｄ７線に沿う断面図である。
【図８】は図７の可動子が駆動した状態の断面図である。
【図９】は従来の電動ユニットの模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　（電動ユニットおよび小型電気機器が取り得る形態の一例）
　〔１〕本発明に従う小型電気機器の電動ユニットの一形態は、駆動源と、前記駆動源を
収容するケースと、前記駆動源と連結され、前記ケースに対して往復駆動する可動子と、
前記可動子と前記ケースの開口との隙間をシールするシール部材とを備え、前記シール部
材は、前記可動子と接触する接触部、および、前記接触部の周囲に形成され、前記ケース
の外部に向けて開き、前記可動子の駆動にともない変形する凹部を備える。
【００１４】
　この小型電気機器の電動ユニットによれば、可動子の駆動にともない凹部が変形した場
合、凹部内に形成される空間の空気が凹部の開いている部分を介して凹部の外に流れる。
凹部がケースの外部に向けて開いているため、凹部内の空間から凹部の外部に向かう空気
の流れはケースの外部において形成される。このため、凹部の変形にともない空気振動が
生じてもケースに強い振動が伝達されにくい。このため、ケースの共鳴に起因して大きな
音が生じるおそれが低減される。
【００１５】
　〔２〕前記小型電気機器の電動ユニットの一例によれば、前記シール部材は前記接触部
と前記凹部との間に形成された中間部をさらに備える。
　この電動ユニットによれば、接触部と凹部との間隔が中間部により広げられる。このた
め、可動子が駆動するときに接触部が凹部と接触しにくい。このため、接触部と凹部との
接触に起因する損失が生じるおそれが低減される。
【００１６】
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　〔３〕前記小型電気機器の電動ユニットの一例によれば、前記中間部は、前記可動子が
駆動する経路から外れた部分に存在し、前記接触部を補強する補強部、および、前記可動
子が駆動する経路上に存在し、前記補強部よりも変形しやすい一般部を備える。
【００１７】
　この電動ユニットによれば、中間部が補強部により補強されるため、中間部の耐久性が
高められる。また、中間部に一般部が形成されるため、中間部の全体に補強部が形成され
る場合と比較して可動子の駆動に対する抵抗が小さい。
【００１８】
　〔４〕前記小型電気機器の電動ユニットの一例によれば、前記一般部の幅は前記補強部
の幅よりも長い。
　この電動ユニットによれば、一般部の幅が補強部の幅よりも長く設定されているため、
接触部と凹部との間隔をより広げることができる。このため、上記〔２〕の電動ユニット
により得られる効果が高められる。
【００１９】
　〔５〕前記小型電気機器の電動ユニットの一例によれば、前記補強部の厚さは前記一般
部の厚さよりも厚い。
　この電動ユニットによれば、補強部の厚さが厚く設定されることにより中間部を補強す
る補強部の機能が実現される。このため、補強部および一般部を一体的に形成できる。
【００２０】
　〔６〕前記小型電気機器の電動ユニットの一例によれば、前記シール部材は前記凹部の
周囲に形成される周囲部を含み、前記凹部は、前記凹部の底を形成する底部、前記接触部
と前記底部とを繋げる第１の接続部、および、前記周囲部と前記底部とを繋げる第２の接
続部を備え、前記第１の接続部の厚さが、前記接触部から前記底部に向かうにつれて減少
する。
【００２１】
　この電動ユニットによれば、接触部から底部にわたる厚さが徐々に変化するため、可動
子が駆動しているときに接触部と第１の接続部との境界、および、その付近に大きな応力
が生じるおそれが低減される。
【００２２】
　〔７〕本発明に従う小型電気機器の一形態は、上記〔１〕～〔６〕のいずれかに記載の
電動ユニットを備える。
　この小型電気機器によれば、可動子が駆動しているときに電動ユニットから大きな音が
しにくい。このため、ユーザーに不快感を与えにくい。
【００２３】
　（実施の形態）
　図１を参照して、小型電気機器の一例である電気かみそり１の構成について説明する。
　電気かみそり１は本体１０、および、本体１０に対して可動できるように取り付けられ
たヘッド２０を備える。
【００２４】
　本体１０はユーザーに把持されるグリップ１１、および、グリップ１１の長手方向の中
央に取り付けられた電源スイッチ１２を備える。グリップ１１の内部にはバッテリー（図
示略）が収容されており、ユーザーにより電源スイッチ１２がオン操作されたことに基づ
き、バッテリーからヘッド２０に収容されている電動ユニット６０のリニアモーター６１
（図４参照）に電力が供給される。
【００２５】
　図２を参照して、ヘッド２０の構成について説明する。
　ヘッド２０は外刃ユニット３０、外刃ユニット３０が取り付けられるヘッドカバー４０
、ヘッドカバー４０に組みつけられるヘッドケース５０、および、ヘッドカバー４０とヘ
ッドケース５０との間に配置される一対の内刃ユニット８０を備える。
【００２６】
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　外刃ユニット３０の外刃３１には複数の孔３１Ａが形成され、孔３１Ａを介して例えば
ユーザーの髭がヘッド２０の内部に導入される。ヘッド２０の内部に導入された髭は外刃
３１と内刃ユニット８０の内刃８１との間に挟み込まれて切断される。
【００２７】
　ヘッドケース５０の内部には内刃ユニット８０をヘッド２０の長手方向に往復駆動させ
る電動ユニット６０が配置され、ヘッドケース５０の開口に電動ユニット６０のシール部
材７０を押さえつける押さえ板５１が取り付けられている。押さえ板５１は複数のねじ５
２によりヘッドケース５０に対して固定されている。
【００２８】
　図３および図４を参照して、電動ユニット６０の構成について説明する。
　電動ユニット６０はリニアモーター６１、リニアモーター６１を収容するモーターケー
ス６２、リニアモーター６１と連結されている一対の可動子６４、および、可動子６４の
周囲に配置されるシール部材７０を備える。
【００２９】
　リニアモーター６１は一対の可動子６４、および、一対の可動子６４にそれぞれ連結さ
れた内刃ユニット８０（図２参照）をヘッド２０の長手方向に往復駆動させる。
　モーターケース６２にはモーターケース６２の開口６２Ａを閉じるケースカバー６３が
取り付けられている。ケースカバー６３のうちのヘッド２０の長手方向の中央に孔６３Ａ
が形成され、孔６３Ａに一対の可動子６４、および、シール部材７０が挿入されている。
【００３０】
　可動子６４の周面には可動子６４に対するシール部材７０の上下方向の位置決めをする
一対のリブ６４Ａ，６４Ｂが形成されている。リブ６４Ａとリブ６４Ｂとの間にシール部
材７０が取り付けられる。なお、図２に示されるように、一対の可動子６４の先端は押さ
え板５１のうちのヘッド２０の長手方向の中央に形成された一対の孔５１Ａにそれぞれ挿
入されている。
【００３１】
　図５および図６を参照して、シール部材７０の構成について説明する。なお、図５～図
８に示されている双方向の矢印は可動子６４（図３参照）の駆動方向を示している。
　シール部材７０は可動子６４（図３参照）と接触する中空円柱形状の接触部７１、接触
部７１の周囲に形成される凹部７２、接触部７１と凹部７２との間に形成される中間部７
３、および、凹部７２の周囲に形成される周囲部７６を備える。接触部７１、凹部７２、
中間部７３、および、周囲部７６は例えばニトリルゴム材料により一体的に形成されてい
る。
【００３２】
　接触部７１は可動子６４（図３参照）の全周を取り囲むように形成され、可動子６４（
図３参照）に密着する。
　中間部７３は、接触部７１を補強する補強部７４、および、補強部７４よりも変形しや
すい一般部７５を備える。補強部７４は中間部７３のうちの可動子６４（図３参照）が駆
動する経路から外れた部分に存在する。一般部７５は中間部７３のうちの可動子６４（図
３参照）が駆動する経路上に存在する。
【００３３】
　凹部７２はモーターケース６２（図４参照）の外部に向けて開き、可動子６４（図４参
照）の駆動にともない変形する。凹部７２は凹部７２の底を形成する底部７２Ａ、接触部
７１と底部７２Ａとを繋げる第１の接続部７２Ｂ、および、周囲部７６と底部７２Ａとを
繋げる第２の接続部７２Ｃを備える。
【００３４】
　補強部７４と連続する第１の接続部７２Ｂは補強部７４の下面から鉛直方向の下方に延
伸している。一方、一般部７５と連続する第１の接続部７２Ｂは底部７２Ａに向かうにつ
れて外方に延伸している。
【００３５】
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　第２の接続部７２Ｃは底部７２Ａから周囲部７６に向かうにつれて外方に延伸し、底部
７２Ａは第１の接続部７２Ｂの端部から第２の接続部７２Ｃの端部に延伸している。
　図６を参照して、シール部材７０の寸法について説明する。
【００３６】
　駆動方向における一般部７５の長さＬＡは駆動方向と直交する方向における補強部７４
の長さＬＢよりも長い。シール部材７０の上下方向における補強部７４の厚さＸＢはシー
ル部材７０の上下方向における一般部７５の厚さＸＡよりも厚い。一般部７５と連続する
第１の接続部７２Ｂの厚さＸＣは一般部７５から底部７２Ａに向かうにつれて徐々に減少
する。
【００３７】
　図７および図８を参照して、電動ユニット６０の作用および効果について説明する。な
お、図７および図８においては内刃ユニット８０の図示を省略している。
　図７に示されるように、シール部材７０が可動子６４の一対のリブ６４Ａ，６４Ｂの間
に配置されることにより、シール部材７０の周囲部７６がケースカバー６３の孔６３Ａに
密着する。このため、ケースカバー６３の孔６３Ａと可動子６４との隙間がシールされ、
水分、および、切断された髭等の異物がモーターケース６２の内部に入り込みにくい。リ
ニアモーター６１にバッテリー（図示略）から電力が供給されることにより、可動子６４
が駆動方向に往復駆動する。
【００３８】
　図８に示されるように、可動子６４が駆動方向の一方の方向に移動することにより、可
動子６４と接触している接触部７１が一方の方向に移動する。このため、一般部７５、お
よび、一般部７５と連続する第１の接続部７２Ｂが一方の方向に移動する。一方、周囲部
７６はケースカバー６３の孔６３Ａと接触しているため、駆動方向に位置決めされている
。このため、可動子６４が駆動方向の一方の方向に移動することにより、凹部７２は変形
し、駆動方向の前方の第１の接続部７２Ｂと周囲部７６との距離が図７に示される距離よ
りも短くなる。
【００３９】
　このような可動子６４の駆動にともない凹部７２が変形した場合、凹部７２内に形成さ
れる空間の空気が凹部７２の開いている部分を介して凹部７２の外に流れる。凹部７２が
モーターケース６２の外部に向けて開いているため、凹部７２内の空間から凹部７２の外
部に向かう空気の流れはモーターケース６２の外部において形成される。このため、凹部
７２の変形にともない空気振動が生じてもモーターケース６２に強い振動が伝達されにく
い。このため、モーターケース６２の共鳴に起因して大きな音が生じるおそれが低減され
る。このため、電動ユニット６０はユーザーに不快感を与えにくい。
【００４０】
　電動ユニット６０によれば、さらに以下に示される効果が得られる。
　（１）接触部７１と凹部７２との間隔が中間部７３により広げられる。このため、可動
子６４が駆動するときに接触部７１が凹部７２と接触しにくい。このため、接触部７１と
凹部７２との接触に起因する損失が生じるおそれが低減される。
【００４１】
　（２）中間部７３が補強部７４により補強されるため、中間部７３の耐久性が高められ
る。また、中間部７３に一般部７５が形成されるため、中間部７３の全体に補強部７４が
形成される場合と比較して可動子６４の駆動に対する抵抗が小さい。
【００４２】
　（３）駆動方向における一般部７５の長さＬＡが駆動方向と直交する方向における補強
部７４の長さＬＢよりも長いため、接触部７１と凹部７２との間隔をより広く形成するこ
とができる。このため、上記（１）に記載の電動ユニット６０により得られる効果が高め
られる。
【００４３】
　（４）シール部材７０の上下方向における補強部７４の厚さＸＢがシール部材７０の上
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下方向における一般部７５の厚さＸＡよりも厚く設定されることにより中間部７３を補強
する補強部７４の機能が実現される。このため、補強部７４および一般部７５を一体的に
形成できる。
【００４４】
　（５）一般部７５と連続する第１の接続部７２Ｂの厚さＸＣは一般部７５から底部７２
Ａに向かうにつれて徐々に減少するため、可動子６４が駆動しているときに接触部７１と
第１の接続部７２Ｂとの境界、および、その付近に大きな応力が生じるおそれが低減され
る。
【００４５】
　（変形例）
　実施の形態に関する説明は本発明に従う小型電気機器およびその電動ユニットが取り得
る形態の例示であり、その形態を制限することを意図していない。本発明に従う小型電気
機器およびその電動ユニットは実施の形態以外に例えば以下に示される実施の形態の変形
例、および、相互に矛盾しない少なくとも２つの変形例が組み合わせられた形態を取り得
る。
【００４６】
　・シール部材７０の変形例によれば、一般部７５の長さＬＡが補強部７４の長さＬＢよ
りも短い。または、一般部７５の長さＬＡが補強部７４の長さＬＢと等しい。
　・シール部材７０の変形例によれば、補強部７４の厚さＸＢが一般部７５の厚さＸＡよ
りも薄い。または、補強部７４の厚さＸＢが一般部７５の厚さＸＡと等しい。
【００４７】
　・シール部材７０の変形例によれば、第１の接続部７２Ｂの厚さＸＣが一般部７５から
底部７２Ａに向かうにつれて徐々に増加する。または、第１の接続部７２Ｂの厚さＸＣが
第１の接続部７２Ｂの全体にわたり均一である。
【００４８】
　・シール部材７０の変形例によれば、補強部７４の周囲に形成される凹部７２が省略さ
れる。
　・シール部材７０の変形例によれば、一般部７５および補強部７４の少なくとも一方が
省略される。
【００４９】
　・電動ユニット６０の変形例によれば、モーターケース６２とケースカバー６３とが一
体的に形成される。
　・変形例の電動ユニット６０は１つまたは３つ以上の可動子６４を備える。
【００５０】
　・変形例の電動ユニット６０はリニアモーター６１とは別の駆動源を備える。別の駆動
源の一例は、モータおよび運動変換機構を備える。運動変換機構はモータの回転を直線運
動に変換して可動子６４に伝達する。
【００５１】
　・変形例の電動ユニット６０は電気かみそりとは別の小型電気機器に搭載される。別の
小型電気機器の一例は電動バリカンまたは電動工具である。
【産業上の利用可能性】
【００５２】
　本発明は電気かみそりおよび電動バリカンをはじめとして各種の小型電気機器の電動ユ
ニットに適用できる。
【符号の説明】
【００５３】
　１　　：電気かみそり（小型電気機器）
　６０　：電動ユニット
　６１　：リニアモーター（駆動源）
　６２　：モーターケース（ケース）
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　６４　：可動子
　７０　：シール部材
　７１　：接触部
　７２　：凹部
　７２Ａ：底部
　７２Ｂ：第１の接続部
　７２Ｃ：第２の接続部
　７３　：中間部
　７４　：補強部
　７５　：一般部
　７６　：周囲部

【図１】 【図２】
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